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ÇSåéÇPì˙åªç›ÇÃèZñØäÓñ{ë‰í†Ç…ÇÊÇÈêlå˚
ÅiÅ@Åjì‡ÇÕëOåéÇÃìùåv市の人口　51,088人

・男 25,156人（25,043人） 世帯数 21,391世帯
・女 25,932人（25,876人） （21,269世帯）

８月31日現在の住民基本台帳による人口
（　）内は前月の統計

9.25『あ、夏が行ってしまった…』
（９月７日・市内某所にて）
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口
座
振
替
促
進

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
お
知
ら
せ

　
青
森
県
社
会
保
険
事
務
局
で
は
、
今

年
も
国
民
年
金
保
険
料
口
座
振
替
促
進

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

こ
の
期
間
中
、
次
の
要
領
に
よ
り
100
名

さ
ま
に
、
県
内
社
会
保
険
施
設
の
無
料

招
待
券
等
を
進
呈
い
た
し
ま
す
。

　
特
典
の
あ
る
こ
の
期
間
に
ぜ
ひ
口
座

振
替
に
ご
加
入
く
だ
さ
い
。

【
口
座
振
替
促
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
応
募
要
領
】

〈
応
募
資
格
〉

　
平
成
15
年
10
月
１
日
か
ら
11
月
30

日
ま
で
の
間
に
口
座
振
替
を
申
し
込

ま
れ
た
方
。

〈
応
募
方
法
〉

　
官
製
ハ
ガ
キ
に
、
住
所
・
氏
名
・
電

話
番
号
・
基
礎
年
金
番
号
・
希
望
の
景

品
を
記
載
し
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
景
品
の
種
類
〉

　
次
の
Ａ
群
、
Ｂ
群
か
ら
ひ
と
つ
ず

つ
選
び
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

Ａ
群
（
無
料
宿
泊
券
・
各
10
名
）

ア
・
ウ
ェ
ル
シ
テ
ィ
青
森

イ
・
ウ
ェ
ル
サ
ン
ピ
ア
八
戸

ウ
・
ホ
ー
ル
サ
ム
イ
ン
あ
さ
む
し

エ
・
ウ
ェ
ル
津
軽
お
の
え
荘

Ｂ
群
（
各
20
名
）

オ
・
ウ
ェ
ル
津
軽
お
の
え
荘
無
料
入

浴
券
（
５
枚
綴
り
）

カ
・
あ
お
も
り
社
会
保
険
セ
ン
タ
ー

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
初
回
指
導

無
料
券

キ
・
弘
前
社
会
保
険
健
康
セ
ン
タ
ー

温
水
プ
ー
ル
利
用
券

〈
応
募
締
切
〉

12
月
１
日（
月
）当
日
消
印
有
効

〈
抽
選
日
〉
12
月
中
旬

〈
発
表
〉

　
当
選
者
の
発
表
は
、
景
品
の
発
送
を

も
っ
て
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

〈
問
合
せ
・
応
募
先
〉

〒
０
３
０－

８
５
５
６
（
住
所
不
要
）

青
森
社
会
保
険
事
務
局

【
口
座
振
替
促
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
】係

�
０
１
７－

７
３
１－

２
２
２
９

労
働
保
険
の
加
入
手
続
き
は

お
済
み
で
す
か
？

〜
10
月
は
労
働
保
険
適
用
促
進
月
間
で
す
〜

　
労
働
保
険
と
は
、
労
働
者
災
害
補

償
保
険（
一
般
に『
労
災
保
険
』と
い
い

ま
す
）と
、
雇
用
保
険
と
を
総
称
し
た

も
の
で
す
。

　
労
働
保
険
は
、
農
林
水
産
の
事
業

の
一
部
を
除
き
、
労
働
者
を
一
人
で

も
雇
っ
て
い
れ
ば
、
そ
の
事
業
主
は

加
入
手
続
き
を
行
な
い
、
労
働
保
険

料
を
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

〈
詳
し
く
は
〉

む
つ
公
共
職
業
安
定
所

雇
用
保
険
適
用
係（
窓
口
⑨
番
）

�

22－

１
３
３
１

秋
の
ふ
れ
あ
い
広
場
へ

お
気
軽
に
ど
う
ぞ

〈
い
つ
・
ど
こ
で
〉

10
月
８
日（
水
）・
大
湊
新
町
会
館

10
月
21
日（
火
）・
教
育
セ
ン
タ
ー

11
月
10
日（
月
）・
海
老
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

11
月
18
日（
火
）・
教
育
セ
ン
タ
ー

12
月
16
日（
火
）・
教
育
セ
ン
タ
ー

※
10
月
６
日
（
月
）、
12
月
１
日
（
月
）
の
海

老
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
ふ
れ
あ

い
広
場
は
お
休
み
で
す
。
絵
本
の
講
演
会

が
あ
り
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
親
子
で
ど

う
ぞ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

子
育
て
に
絵
本
を
！

　
お
子
さ
ん
と
一
緒
、
ま
た
は
ひ
と
り
で
、

絵
本
の
世
界
へ
行
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
ス
テ
キ
な
講
師
を
招
い
て
、
ス
テ
キ

な
時
間
を
…
。

　
左
記
の
日
程
で
３
回
行
な
わ
れ
ま
す
。

　
い
ず
れ
の
１
日
で
も
、
ど
な
た
で
も

構
い
ま
せ
ん
。
た
く
さ
ん
の
お
越
し
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

〈
い
つ
・
ど
こ
で
〉

①
10
月
６
日
（
月
）

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

②
11
月
10
日
（
月
）

午
後
１
時
〜
２
時
30
分

③
12
月
１
日
（
月
）

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

い
ず
れ
も
海
老
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

〈
内
容
・
対
象
〉

①
は
じ
め
て
出
会
う
絵
本
パ
ー
ト
１

（
０
〜
４
才
児
の
親
子
、
興
味
の
あ
る
方
）

②
子
ど
も
と
絵
本
を
つ
な
ぐ
〜
読
み

聞
か
せ
実
践
〜
（
大
人
）

③
は
じ
め
て
出
会
う
絵
本
パ
ー
ト
２

（
０
〜
４
才
児
の
親
子
、
興
味
の
あ
る
方
）

〈
講
師
〉

絵
本
専
門
店『
ア
イ
ウ
エ
オ
の
木
』主
催

大
　
友
　
栄
　
子
　
氏

〈
詳
し
く
は
〉

出
崎
�

22－

３
０
９
７

小
川
�

28－

３
５
６
５

昆
�

23－

２
４
５
２

ペ
ッ
ト
情
報
⑬

動
物
由
来
感
染
症
の
種
類

（
オ
ウ
ム
病
）

◎
病
気
の
特
徴
（
症
状
）

　
突
然
の
発
熱（
38
度
以
上
）で
発
症
、
せ

き
が
必
ず
出
て
、
た
ん
を
伴
う
。
全
身
け

ん
怠
感
・
食
欲
不
振
・
筋
肉
痛
・
関
節

痛
・
頭
痛
な
ど
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
よ

う
な
症
状
。
重
症
に
な
る
と
呼
吸
困
難
・

意
識
障
害
な
ど
を
お
こ
し
、
診
断
が
遅
れ

る
と
ま
れ
に
死
亡
す
る
こ
と
が
あ
る
。

◎
感
染
経
路
・
感
染
状
況

　
鳥（
セ
キ
セ
イ
イ
ン
コ
、
オ
ウ
ム
、
ハ

ト
な
ど
）の
フ
ン
に
含
ま
れ
る
菌
を
吸
い

込
ん
だ
り
、
口
移
し
で
エ
サ
を
与
え
る
こ

と
に
よ
っ
て
も
感
染
す
る
。

◎
予
防

・
鳥
を
飼
う
と
き
は
、
羽
や
フ
ン
が
残

ら
な
い
よ
う
常
に
清
潔
に
す
る
。

・
口
移
し
で
エ
サ
を
与
え
な
い
な

ど
、
節
度
あ
る
接
し
方
が
大
切
。

・
鳥
を
飼
っ
て
い
る
人
が
重
い
風
邪

の
症
状
を
感
じ
た
ら
、
オ
ウ
ム
病

を
疑
っ
て
専
門
医
に
受
診
し
、
鳥

を
飼
っ
て
い
る
こ
と
を
医
師
に
説

明
す
る
。

・
信
頼
の
お
け
る
ペ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ

で
健
康
な
鳥
を
購
入
す
る
。

※
次
回
は
『
動
物
由
来
感
染
症
の
種
類
（
レ
プ

ト
ス
ピ
ラ
症
）』
で
す
。

〈
詳
し
く
は
〉

市
環
境
対
策
課
衛
生
公
害
係

�
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１
１
１
１
内
線
３
３
２
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暮らしに役立つ

税 情報

今
月
の
税
金
の
お
知
ら
せ

　
９
月
30
日
（
火
）
は
、
市
税
と
介
護
保

険
料
（
普
通
徴
収
分
）
の
第
４
期
分
の

納
期
限
で
す
。

　
７
月
中
旬
に
、
第
２
期
分
か
ら
第
10

期
分
の
納
付
書
を
ま
と
め
て
送
付
し
て

い
ま
す
の
で
、
第
４
期
分
の
納
付
書
を

お
確
か
め
の
う
え
、
納
期
限
ま
で
に
納

付
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
納
付
書
を
紛
失
し
た
方
は
、
係

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
市
税
の
納
付
方
法
に
は
、
自
主
納
税

の
ほ
か
に
便
利
な
口
座
振
替
や
各
町
内

会
な
ど
の
納
税
貯
蓄
組
合
に
よ
る
納
付

も
あ
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

〈
詳
し
く
は
〉

市
税
務
課
納
税
管
理
係

�
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１
１
１
１
内
線
１
９
５
・
１
９
６

北
里
大
学

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

〈
い
つ
〉

10
月
11
日（
土
）午

前
９
時
〜
午
後
４
時

10
月
12
日（
日
）

午
前
９
時
〜
正
午

〈
ど
こ
で
〉

北
里
大
学
獣
医
畜
産
学
部

（
十
和
田
市
東
23
番
町
35－

１
）

〈
ど
ん
な
〉

①
学
科
・
研
究
室
の
教
育
研
究
内
容

の
展
示
と
紹
介

②
模
擬
講
義

③
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
（
研
究
室
、
実

習
室
、
農
場
な
ど
の
見
学
）

④
進
学
相
談
会

〈
対
象
者
〉

　
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
高

校
生
の
み
な
さ
ん
、
ぜ
ひ
参
加
を
。

入
場
無
料
。

　
な
お
、
当
日
、
紅
葉
祭（
学
園
祭
）

が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
合
わ

せ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

〈
詳
し
く
は
〉

北
里
大
学
入
試
広
報
担
当（
今
井
）

�
０
１
７
６－
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９
４
７
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公
売
に
参
加
し
た
い
と
き
は

　
み
な
さ
ん
は
、『
公
売
』
と
い
う
制
度

を
ご
存
知
で
す
か
。

  

滞
納
に
な
っ
た
税
金
を
徴
収
す
る
た

め
に
滞
納
者
が
所
有
す
る
財
産
を
差
し

押
さ
え
、
こ
れ
を
金
銭
に
換
え
て
滞
納

国
税
に
充
て
る
た
め
、
入
札
の
方
法
に

よ
り
売
却
す
る
こ
と
を
『
公
売
』
と
い

い
、
原
則
と
し
て
だ
れ
で
も
参
加
で
き

ま
す
。

　
公
売
さ
れ
る
物
件
は
不
動
産
が
大
部

分
で
す
が
、
動
産
な
ど
多
種
に
わ
た
っ

て
お
り
、
見
積
価
格
は
、
公
売
財
産
の

時
価
を
基
準
と
し
て
い
ま
す
が
、
財
産

に
よ
っ
て
は
時
価
よ
り
も
安
く
な
っ
て

い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
よ
り
広
く
み
な
さ
ん
に
公
売

の
情
報
を
お
知
ら
せ
す
る
た
め
に
、
新

聞
へ
の
掲
載
や
国
税
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

へ
の
公
売
物
件
情
報
の
掲
載
を
し
て
い

ま
す
。

〈
詳
し
く
は
〉

む
つ
税
務
署
総
務
課

�

22－

３
２
９
４
　
　
　

�w
w

w
.sendai.nta.go.jp

県
税
の
口
座
振
替
の
お
知
ら
せ

　
青
森
県
で
は
、
個
人
事
業
税
と
自
動

車
税
の
口
座
振
替
の
申
込
み
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

○
利
用
で
き
る
県
税

・
個
人
事
業
税
…
…
８
月
・
11
月
納

期
分
（
定
期
賦
課
分
）

・
自
動
車
税 

…
… 

６
月
納
期
分
（
定

期
賦
課
分
）

○
申
込
方
法

　
納
税
者
本
人
の
預
金
通
帳
と
預
金

届
出
印
を
持
参
の
う
え
、
取
扱
金
融
機

関
・
県
税
事
務
所
の
窓
口
備
付
け
の
用

紙
に
よ
り
、
取
扱
金
融
機
関
又
は
県
税

事
務
所
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

○
取
扱
金
融
機
関

　
青
森
銀
行
、
み
ち
の
く
銀
行
、
岩
手
銀

行
、
東
北
銀
行
、
秋
田
銀
行
、
北
日
本
銀

行
、
あ
お
も
り
信
用
金
庫
、
東
奥
信
用
金

庫
、
八
戸
信
用
金
庫
、
十
和
田
信
用
金

庫
、
下
北
信
用
金
庫
、
青
森
県
信
用
組

合
、
青
森
県
労
働
金
庫
、
青
森
県
信
用
農

業
協
同
組
合
連
合
会
、
県
内
農
業
協
同
組

合
、
青
森
県
信
用
漁
業
協
同
組
合
連
合
会

○
口
座
振
替
で
の
自
動
車
税
の
納
税
証
明
書

　
口
座
振
替
（
振
替
日
６
月
30
日〈
注
〉）

し
た
自
動
車
税
の
継
続
検
査
用
納
税

証
明
書
（
口
座
振
替
済
通
知
書)

は
、
７

月
中
旬
ま
で
に
送
付
し
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
７
月
１
日〈
注
〉か
ら

納
税
証
明
書
が
届
く
ま
で
の
間
に
納

税
証
明
書
が
必
要
な
方
は
、
県
税
事

務
所
の
窓
口
で
交
付
の
申
請
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
口
座
振
替
の
デ
ー
タ
が
県

税
の
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
に
反
映

で
き
な
い
７
月
１
日〈
注
〉か
ら
３
・

４
日
ま
で
の
間
、
県
税
事
務
所
の
窓

口
で
は
振
替
済
か
振
替
不
能
か
を
確

認
で
き
な
い
た
め
、
口
座
振
替
分
の

記
帳
を
行
な
っ
た
預
金
通
帳
を
持
参

し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

〈
注
〉
自
動
車
税
の
納
期
限
で
あ
る
６
月
30
日
が
、

日
曜
日
で
あ
る
年
は
７
月
１
日
（
月
曜
日
）

が
、
ま
た
土
曜
日
で
あ
る
年
は
７
月
２
日
（
月

曜
日
）
が
そ
れ
ぞ
れ
振
替
日
と
な
り
ま
す
。

〈
詳
し
く
は
〉

む
つ
県
税
事
務
所
総
務
課

�

22－

８
５
８
１
内
線
２
０
４

ご
質
問
に
お
答
え
し
ま
す

　『
今
年
亡
く
な
っ
た
方
の
来
年
度
の
住

民
税
は
？
』

Ｑ
・
私
の
夫
は
、
今
年
の
７
月
に
死
亡
し

ま
し
た
が
、
今
年
中
に
夫
が
得
た
所

得
に
対
す
る
住
民
税
は
ど
う
な
る
の

で
し
ょ
う
か
。

Ａ
・
住
民
税
は
、
毎
年
１
月
１
日
現
在
で

住
所
の
あ
る
方
に
対
し
て
、
そ
の
住

所
地
の
市
町
村
が
課
税
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
来
年
度
の
住
民
税
は
、
平
成
16
年
１

月
１
日
現
在
で
住
所
の
あ
る
方
に
課
税

さ
れ
る
た
め
、
平
成
15
年
中
に
死
亡
さ

れ
た
方
に
対
し
て
は
、
来
年
度
の
住
民

税
は
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
。

〈
詳
し
く
は
〉

市
税
務
課
市
民
税
係

�

22－
１
１
１
１
内
線
１
８
２
・
１
８
３
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【ごみを出す際にお願いします！】

※収集日当日の朝８時30分までに出してください。　　　　　　　　　　　

※生ごみは十分に水切りをしてから出してください。　　　　　　　　　　　

※スプレー缶や小型のガス缶は、使い切ってから穴を開けて出してください。

心ない人たちにより

無残に捨てられているごみ！

　不法投棄を行なった場合、５年以下の懲役または1,000万

円以下の罰金が科せられます。

　不法投棄を目撃または発見したときは

　　　　　市廃棄物対策課　�22-1111内線342・343

　　　　　むつ警察署　　　�22-1321

　にご通報願います。

思わぬ事故にならないために！

ガステーブルの電池は

抜いてから出してください。

ごみの野焼きは禁止されています！
　法で定められた焼却炉以外でごみを焼却したり、露天でごみを

燃やしたりする、いわゆる『野焼き』は、法律で禁止されていま

す。ごみは焼却しないで、分別して正しく排出してください。

　　野焼きによる問題点

　　①有害なダイオキシン発生等の原因となります。

　　②火の粉が飛ぶなど、火災の原因となります。

　　③煙やススが、ご近所の迷惑となります。

『アックス・グリーン』
　利用できる時間等は、毎週月曜日から土曜日の午前９時から

午後５時まで、祝日も利用できます。

　ご利用の際は、ごみを正しく分別してから持ち込んでください。

〈詳しくは〉

市廃棄物対策課
�22-1111内線342・343
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　　ごみの分け方と出し方
　新しいごみ処理施設の稼働に伴い、可燃ごみと不燃ごみの分け方が一部変更になって８か月が経過しましたが、いまだに不燃

ごみの中に可燃ごみが混入されており、分別が行き届かない点が見受けられますので、正しい分別での排出をお願いします。

ごみの分け方

７月から『白色トレイ』を資源ごみとして回収しています
【鮮魚、精肉、惣菜などを盛りつける白色の発泡スチロール製のトレイ】

※色のついたトレイや柄（模様）のついたトレイは回収しませんので、可燃ごみとなります。

※資源回収場所には廃棄物減量等推進員がおりますので指示に従ってください。

※新しいごみ処理施設『アックス・グリーン』へは、ごみをご自分で持ち込むこともできます。

　※むつ市の指定ごみ袋に入らないものは、粗大ごみとなります。これも『アックス・グリーン』へご自分で持ち込み可能です。

※詳しくは『むつ市のごみの本（改訂版）』をお読みください。なお、お持ちでない方は、市広報広聴課および各連絡所で配

布しておりますので、お気軽にお立ち寄りください。

区　分

可燃ごみ

不燃ごみ

生　ご　み　類

紙　　　　　類

繊　　維　　類

木　　草　　類

ポリエチレン製品

プラスチック製品

ビニール製品

ゴム・革製品

綿 入 り 製 品

せ と も の 類

ガ ラ ス 製 品

金　　属　　類

家　電　製　品

汚　　泥　　類

ご　み　の　種　類　　　　　　　　　　　

生ごみ、茶がら、食用油、貝殻など

紙くず、紙袋、紙箱、紙おむつ、紙パンツなど

衣類、布くず、カーテン、タオル、シーツ、玄関マットなど

木くず、生花、草、落ち葉、木製のおもちゃなど

レジ袋、ラップ、水切り用袋など

洗剤やシャンプー・リンスなどの容器、発泡スチロール、納豆・豆腐・カップめんなどの容

器、食用油やソースなどのボトル、食品パック、持ち帰り用弁当のケース、ビデオやカセット

のテープ、歯ブラシ、ＣＤやＭＤディスク、ペットボトルのキャップなど

マヨネーズやケチャップの容器、ビニールホースなど

長靴、ズック、合羽、手袋、革靴、バッグ、グローブなど

布団、枕、座布団、クッション、ぬいぐるみなど

食器、茶わん、急須、植木鉢など

コップ、電球、鏡、板ガラス、メガネ、耐熱・強化ガラス、水槽、割れたビンや農薬・劇薬・

油など資源物以外のビンなど

スプレー缶、小型のガス缶、調理器具、ホーロー鍋、傘、その他資源物以外の金属製品など

家電リサイクル法対象品【エアコン・テレビ・冷蔵庫・洗濯機】以外の小型家電製品など

家庭から出る側溝の泥、粘土など

ラップやテープを取り除く 水洗いし、乾かす 重ねてヒモで十字にしばる 町内会の資源回収場所へ
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【分科会】

（１）弘前会場

〈い　つ〉10月23日（木）午後２時～４時

〈どこで〉シティ弘前ホテル

〈どんな〉

第１分科会

「家族介護と男女共同参画～介護社会化を目指して～」

コーディネーター　佐　藤　恵　子・青森県立保健大学助教授

第２分科会

「子どもの『生きる力』と男女共同参画～学校と地域の連携～」

コーディネーター　一　條　敦　子・０才からのジェンダー教育推進事業実行委員会委員長

アドバイザー　金　　　香百合・ＨＥＡＬ（ホリスティック教育研究所）所長

【全体会】

〈い　つ〉11月10日（月）午後０時50分～４時40分

〈どこで〉ぱ・る・るプラザ青森

〈どんな〉

基調講演「チャレンジ！わたしも変わる　未来も変わる」

講師　岩男壽美子・武蔵工業大学教授・慶應義塾大学名誉教授・男女共同参画会議議員

・男女共同参画推進本部報告

・全体会議

（２）八戸会場

〈い　つ〉10月29日（水）午後１時～３時

〈どこで〉八戸プラザホテル

〈どんな〉

第３分科会

「女性のチャレンジを支援する～能力と個性を活かせる社会を目指して～」

コーディネーター　内　海　　　隆・八戸大学学長補佐

第４分科会

「つくろう！暴力のない社会を～ＤＶの根絶を目指して～」

コーディネーター　三　上　久美子・ＮＰＯ法人ウィメンズネット青森事務局長

〈問合せ・申込先〉

〒030-8570（住所不要）

青森県青少年・男女共同参画課

�017-734-9228　 017-734-8050

〈申込方法〉

　郵送またはＦＡＸで、氏名・住所・電話番号を明記し、上

記申込先へ直接お申し込みください。分科会につきましては

ご希望の分科会もお知らせください。

〈申込締切〉

分科会…10月10日（金）必着・全体会…10月20日（月）必着

※入場無料・託児あります（要予約）・無料駐車場（台数に限りあり）

　
今
な
ぜ
、『
男
女
共
同
参
画
社
会
』
な

の
で
し
ょ
う
か
？
そ
れ
は
、
私
達
を
取

り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変
わ
っ
て
き
た

か
ら
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
と
り
わ
け
、
少
子
・
高
齢
化
と
、
働
く

女
性
が
多
く
な
り
女
性
の
社
会
参
加
が

進
ん
で
き
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
と
思

い
ま
す
。

　
今
や
人
生
80
年
と
言
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
そ
の
80
年
の
人
生
の
中
で
、「
男
と

女
が
ど
う
共
存
し
て
い
く
か
」、
こ
れ
が

男
女
共
同
参
画
社
会
を
進
め
る
上
で
の

重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
は
な
い
か
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
私
が
男
女
共
同
参
画
社
会
と

い
う
言
葉
を
知
っ
た
の
は
、
８
年
位
前

の
青
森
県
婦
人
会
議
で
、
会
場
の
横
断

幕
に
『
男
女
共
同
参
画
社
会
』
と
書
い

て
あ
っ
た
の
を
目
に
し
た
時
で
し
た
。

そ
の
当
時
、
私
は
、
一
主
婦
で
し
た
の

で
、
男
女
共
同
参
画
な
ん
て
関
係
な
い
、

と
思
っ
て
お
り
ま
し
た
。

　
た
だ
、
講
師
の
方
が
、
男
女
共
同
参

画
社
会
は
た
だ
、『
参
加
』
す
る
こ
と
で

は
な
く
て
『
参
画
』
す
る
こ
と
な
ん
だ

よ
、
と
言
っ
て
い
た
こ
と
が
頭
に
残
っ

て
い
ま
す
。

　
平
成
11
年
、
12
年
に
『
青
森
県
女
性

リ
ー
ダ
ー
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
』

に
参
加
し
、
そ
こ
で
自
分
の
気
持
ち
が

大
き
く
変
わ
り
、
男
女
共
同
参
画
社
会

に
興
味
を
持
ち
始
め
た
わ
け
で
す
。

　
授
業
中
、
何
回
も
出
て
く
る
『
ジ
ェ

ン
ダ
ー
』
と
い
う
言
葉
の
意
味
が
分
か

ら
な
く
て
先
生
に
聞
き
ま
し
た
ら
、

「『
ジ
ェ
ン
ダ
ー
』
と
は
、『
男
ら
し
さ
』

や
『
女
ら
し
さ
』、『
男
は
仕
事
』『
女
は

家
庭
』、『
男
が
先
』
で
『
女
が
後
』、
と

い
っ
た
よ
う
な
、
社
会
的
、
文
化
的
に

つ
く
ら
れ
て
き
た
（
決
め
つ
け
ら
れ
て
き

た
？
）

男
女
の
違
い
に
つ
い
て
の
考
え

方
だ
」
と
答
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
家
庭
を
例
に
と
る
と
、
料
理
や
洗
濯

は
必
ず
し
も
女
性
が
や
ら
な
く
て
は
な

ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
し
、
女

男女共同参画フォーラムinあおもり
　県では、男女共同参画社会づくりに向けて、『自分らしく　支え合ってつくる　あったか社会』をテーマに、男女共同参画推

進本部と内閣府との共催によりフォーラムを開催します。

　
前
月
号
ま
で
６
回
の
シ
リ
ー
ズ
で
掲
載
し
ま
し
た
、む
つ
市
男
女
共
同
参
画
推
進

基
本
計
画
『
む
つ
み
あ
い
プ
ラ
ン
』
の
策
定
に
参
画
さ
れ
た
、
む
つ
市
男
女
共
同
参

画
推
進
懇
話
会
会
長
か
ら
の
想
い
を
お
届
け
し
ま
す
。

『
男
女
共
同
参
画
社
会
へ
の
想
い
』

む
つ
市
男
女
共
同
参
画
推
進
懇
話
会
会
長

須
　
藤
　
恵
　
子
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性
が
外
で
大
い
に
働
く
と
い
う
の
も
と

て
も
良
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　
従
っ
て
、
こ
の
『
ジ
ェ
ン
ダ
ー
』
と
い

う
言
葉
を
理
解
し
、
こ
れ
に
気
づ
い
て
、

意
識
を
変
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
現
実
は
と
い
う
と
、
ま
だ

ま
だ
、『
ジ
ェ
ン
ダ
ー
』
に
縛
ら
れ
、
性

別
に
よ
る
役
割
分
担
意
識
や
男
性
優
遇

の
考
え
方
が
根
強
く
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
が
、
女
性
を
苦
し
め
、
ま
た
、
男

性
を
も
苦
し
め
、
過
度
の
責
任
と
期
待

を
背
負
わ
さ
れ
、
そ
れ
に
耐
え
ら
れ
ず

自
殺
す
る
人
が
増
加
し
て
い
る
と
い
う

悲
惨
な
現
状
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
男

性
か
ら
女
性
に
加
え
ら
れ
る
身
体
的
・

精
神
的
・
性
的
暴
力
（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ

イ
オ
レ
ン
ス
＝
Ｄ
Ｖ
）

の
問
題
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
は
、
人
権
を
無
視
す
る
も
の

で
あ
り
、
絶
対
に
許
す
こ
と
が
で
き
な

い
行
為
で
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
の
こ
と

に
つ
い
て
の
啓
蒙
が
必
要
で
は
な
い
か

と
強
く
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
昨
年
度
、
む
つ
市
男
女

共
同
参
画
推
進
懇
話
会
が
発
足
し
ま
し

た
が
、
委
員
は
、
男
７
名
、
女
７
名
の
計

14
名
で
、
各
分
野
か
ら
推
薦
さ
れ
た
方

の
ほ
か
に
、
広
く
市
民
の
方
々
の
声
を

聴
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
一
般
公
募
し
、

３
名
の
方
が
参
画
し
て
お
り
ま
す
。
こ

の
男
女
構
成
と
い
い
、
一
般
公
募
制
と

い
い
、
画
期
的
な
こ
と
で
あ
り
、
男
女

共
同
参
画
を
推
進
す
る
と
い
う
市
の
強

い
姿
勢
を
感
じ
ま
し
た
。

　
懇
話
会
で
は
、
毎
回
、
３
時
間
を
超
え

る
協
議
を
重
ね
ま
し
た
。
そ
の
結
果
を

市
長
へ
提
言
し
、
我
々
の
意
見
を
取
り

入
れ
て
い
た
だ
い
て
策
定
さ
れ
た
の
が
、

市
政
だ
よ
り
に
連
載
さ
れ
た
『
む
つ
市

男
女
共
同
参
画
推
進
基
本
計
画
〜
む
つ

み
あ
い
プ
ラ
ン
〜
』
で
す
。
現
在
は
、
今

年
度
、
基
本
計
画
に
基
づ
い
て
策
定
す

る
、
実
施
計
画
（
実
施
す
る
事
務
・
事
業
）
の

検
討
を
し
て
い
る
最
中
で
あ
り
ま
す
。

　
私
が
、
男
女
共
同
参
画
に
取
り
組
ん

で
き
て
感
じ
る
こ
と
は
、
や
は
り
住
民

と
行
政
が
手
を
携
え
て
行
か
な
い
と

や
っ
て
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
れ
か
ら
先
も
、
行
政
と
手
を
携
え
て

男
女
共
同
参
画
を
進
め
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
当
地
域
に
は
、
ま
だ
ま
だ
、『
男

は
仕
事
』『
女
は
家
庭
』、
と
い
う
意
識

が
根
強
く
残
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
長
い
間
の
人
々
の
意
識
は
そ
う
短
時

間
で
は
変
わ
る
も
の
で
は
な
い
と
思
い

ま
す
。
で
も
、
私
は
あ
き
ら
め
ま
せ
ん
。

　
こ
れ
を
一
つ
ひ
と
つ
解
き
ほ
ぐ
し
な

が
ら
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
男
女
共
同
参
画
は
と
て
も
間
口
が
広

い
し
、
奥
行
き
も
深
い
で
す
。
今
や
子

育
て
も
介
護
も
女
性
だ
け
の
問
題
で
は

な
く
な
っ
て
い
る
よ
う
に
、
男
女
が
も

う
一
度
同
じ
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
並
ん

で
立
ち
、
私
た
ち
の
生
活
を
一
つ
ひ
と

つ
見
て
い
っ
た
な
ら
、
き
っ
と
、
も
っ

と
住
み
よ
い
社
会
が
で
き
る
の
で
は
な

い
か
な
ぁ
ー
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
む
つ
市
で
も
、
『
男
女
共
同
参
画
社

会
』
っ
て
な
ぁ
ー
に
と
思
っ
て
く
だ
さ

る
方
が
、
一
人
で
も
多
く
な
る
こ
と
を

心
か
ら
願
っ
て
お
り
ま
す
。

第
17
回

青
森
県
統
計
デ
ー
タ
フ
ェ
ア

（
む
つ
会
場
）
開
催
！

　
青
森
県
統
計
デ
ー
タ
フ
ェ
ア
は
、
県

民
の
み
な
さ
ま
に
も
っ
と
統
計
に
親
し

ん
で
も
ら
う
た
め
に
県
な
ど
が
毎
年
行

な
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

　
今
年
は
、
県
内
各
地
で
年
６
回
実
施

す
る
予
定
で
あ
り
、
む
つ
市
会
場
で
は

10
月
18
日
（
土
）・
19
日
（
日
）
の
２
日

間
、
市
立
図
書
館
で
開
催
し
ま
す
。

　
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
み
な
さ
ん

に
楽
し
み
な
が
ら
統
計
に
親
し
ん
で
も

ら
え
る
よ
う
、
各
種
コ
ー
ナ
ー
を
設
け

て
い
ま
す
。

　
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
ぜ
ひ
ご
来

場
く
だ
さ
い
。

〈
い
つ
〉

10
月
18
日（
土
）・
19
日（
日
）

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

〈
ど
こ
で
〉
市
立
図
書
館
展
示
ホ
ー
ル

〈
ど
ん
な
〉

・
統
計
パ
ネ
ル
紹
介
コ
ー
ナ
ー

・
統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル
優
秀
作

品
紹
介
コ
ー
ナ
ー

・
パ
ソ
コ
ン
実
演
コ
ー
ナ
ー
（
グ
ラ
フ

作
成
、
青
森
県
デ
ー
タ
ラ
ン
ド
紹
介
）

・
統
計
刊
行
物
等
紹
介
コ
ー
ナ
ー

・
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
（
景
品
付
き
）

〈
入
場
料
〉
無
料

〈
詳
し
く
は
〉

県
統
計
情
報
課
管
理
・
教
育
統
計
グ
ル
ー
プ

�
０
１
７－

７
３
４－

９
１
６
５

　
こ
の
た
び
、
青
森
県
で
は
県
民
の
み

な
さ
ん
を
対
象
と
し
て
、
森
の
案
内
人

と
し
て
森
林
環
境
教
育
・
自
然
体
験
活

動
を
指
導
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る
た

め
『
森
の
案
内
人
養
成
講
習
会
』
を
開

催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
内
容
は
、
森
や
自
然
に
興
味
が
あ
り
、

今
後
、
環
境
教
育
や
自
然
体
験
活
動
を

指
導
・
サ
ポ
ー
ト
し
て
み
た
い
と
考
え

て
い
る
初
心
者
を
対
象
に
、
基
礎
的
な

知
識
・
技
術
を
習
得
し
て
も
ら
う
内
容

で
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
興
味
を
お
持
ち
の
方
に
よ
る
多
数
の

応
募
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

〈
対
象
者
〉

　
青
森
県
在
住
の
満
18
才
以
上（
平
成

15
年
４
月
１
日
現
在
）
の
方

※
主
と
し
て
下
北
地
域
在
住
の
方

〈
定
員
〉
30
名
（
先
着
順
）

〈
募
集
期
間
〉

９
月
29
日（
月
）〜
10
月
７
日（
火
）

〈
講
習
費
用
〉
２
千
円
程
度
（
障
害
保
険
料

お
よ
び
宿
泊
時
食
費
等
の
実
費
）

〈
講
習
期
間
〉（
６
日
間
）

10
月
18
日（
土
）〜
19
日（
日
）

※
下
北
少
年
自
然
の
家
に
宿
泊

11
月
８
日（
土
）・
９
日（
日
）・
29
日

（
土
）・
30
日（
日
）

〈
申
込
方
法
〉

　
ハ
ガ
キ
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
、
住

所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・
電
話
番

号
・
職
業（
勤
務
先
）を
明
記
の
う
え

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

〒
０
３
５－

０
０
７
３

む
つ
市
中
央
一
丁
目
１
番
８
号

県
む
つ
合
同
庁
舎
内

下
北
地
方
農
林
水
産
事
務
所

林
業
振
興
課『
森
の
案
内
人
』係

�

22－

３
２
１
１
内
線
２
４
３

22－

３
２
１
２
　
　
　
　
　

『
青
森
県
森
の
案
内
人
』
養
成
講
習
会
参
加
者
募
集
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詳しくは市立図書館へ

�２８－３５００

２８－３４００
 は休館日です。

10月の図書館カレンダー

・・・・・・・・・・　今月の新着案内　・・・・・・・・・・

水

1
8
15
22
29

金

3
10
17
24
31

土

4
11
18
25

木

2
9
16
23
30

日

5
12
19
26

月

6
13
20
27

あらすじで読む日本の名著

東北・北海道俳諧史の研究

双 蝶 々 曲 輪 日 記

生 き る 言 葉

う ら や ま し い 人

と る に た ら な い も の

涙 が 出 る ほ ど い い 話

ことば美人は一生の得

白 檀 の 刑 　 上 ・ 下

マ イ ・ ハ ー ト ビ ー ト

皮肉屋さんにも効く人生のクスリ

翳 り ゆ く 夏

霧 の 夜 の 戦 慄

似 非 エ ル サ レ ム 記

１ ９ ８ ５ 年 の 奇 跡

午 後 の 蜜 箱

小 川 義 男

井 上 隆 明

竹 田 出 雲

五 木 寛 之

文 芸 春 秋

江 国 香 織

河 出 書 房 新 社

広　瀬　久美子

莫 　 言

ギャレット・フレイマン・ウェア

カレン・サルマンソン

赤 井 三 尋

赤 川 次 郎

浅 暮 三 文

五十嵐 貴 久

稲 葉 真 弓

【 文　　　　　学 】

とりたい！システムアドミニストレーター

とりたい！情報処理技術者

は じ め て の 和 装 本

爆笑問題の今を生きる！

傍 観 者 の 時 代

梅 原 猛 著 作 集 　 １ ９

スピリチュアル幸運百科

神 心 （ か み ぐ く る ）

倫 理 学 の 時 間

お父さんからきみたちへ

本当に好きなことをして暮らしたい！

神 の 発 明

その時歴史が動いた２０

大 栄 出 版

大 栄 出 版

府 川 次 男

爆 笑 問 題

Ｐ・Ｆ・ドラッカー

梅 原 　 猛

江 原 啓 之

亀 本 美 砂

鷲　田　小弥太

衣 笠 祥 雄

バーバラ・シェール

中 沢 新 一

ＫＴＣ中央出版

【 コンピュータ・図書 】

【 評 　 論 】

【 哲学・心理・宗教 】

【 歴　　　史 】

火

7
14
21
28

とりたい！！建設業経理事務士

インテリアコーディネーターになるには

譲 渡 車 両 今 昔

スタイリストになるには

美容師・理容師になるには

酢（ビネガー）で暮らすナチュラルライフ

聞き書ふるさとの家庭料理６，７，１２

お 酢 料 理

はちみつ　わっ、おいしいレシピ

じ ゅ げ む

お ひ さ ま パ ン

世 界 の 名 作 文 学 案 内

コララインとボタンの魔女

サークル・オブ・マジック

大 栄 出 版

ぺ り か ん 社

吉 川 文 夫

武 藤 直 路

石 田 素 弓

メロディ・ムーア

農山漁村文化協会

浜 内 千 波

主 婦 と 生 活 社

川　端　　　誠

エリサ・クレヴェン

三　木　　　卓

ニール・ゲイマン

デブラ・ドイル

【  建築・技術  】

【 料理・家庭 】

【 絵本・児童書 】

北
斎
の
『
富
獄
三
十
六
景
』
展

　
昔
か
ら
、
日
本
人
の
心
の
よ
り
ど
こ

ろ
と
し
て
親
し
ま
れ
て
き
た
富
士
山
。

　
ど
こ
か
ら
見
て
も
非
の
打
ち
ど
こ
ろ

の
な
い
そ
の
姿
を
、
葛
飾
北
斎
は
『
富

獄
三
十
六
景
』
と
し
て
残
し
ま
し
た
。

　
俗
に
『
赤
富
士
』
と
い
わ
れ
る
最
高

傑
作
の
『
凱
風
快
晴
』
や
、
波
の
形
が
特

徴
的
な
『
神
奈
川
沖
波
裏
』
は
、
だ
れ
で

も
ど
こ
か
で
目
に
し
て
い
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　
一
つ
の
山
が
い
ろ
い
ろ
な
場
所
と
時

間
の
違
い
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
個

性
を
持
っ
た
山
と
し
て
表
現
さ
れ
、
中

に
は
現
実
の
風
景
と
い
う
よ
り
は
芸
術

家
北
斎
の
目
に
映
っ
た
幻
想
の
富
士
と

思
わ
れ
る
も
の
も
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　
三
十
六
景
に
収
ま
り
き
ら
ず
、
全
部

で
四
十
六
景
に
な
っ
た
、
そ
の
全
作
品

を
展
示
し
ま
す
。

　
江
戸
時
代
（
１
８
０
０
年
代
）
に
描

か
れ
た
北
斎
の
絵
を
そ
の
ま
ま
に
、
現

代
の
技
術
が
当
時
と
同
じ
美
し
さ
で
甦

ら
せ
た
版
画
を
、
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

〈
い
つ
〉

10
月
１
日（
水
）〜
12
日（
日
）

火
〜
金
…
午
前
９
時
〜
午
後
７
時

土
・
日
…
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
10
月
６
日
（
月
）
は
休
館
日
で
す
。

〈
ど
こ
で
〉
市
立
図
書
館
展
示
ホ
ー
ル

〈
詳
し
く
は
〉

市
立
図
書
館

�

28－

３
５
０
０
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（前号より続く）

　現在まで、船大工の技術は言葉で伝えられていたため、書物

などの記録はあまりありません。また、このような職人はたい

ていすべての技を教えないようにしましたのでこの技術は『盗

み稽古』のように師匠から弟子に伝わりました。

　ダグラスさんはこの情報を持って日本全国20人ぐらいの60

才以上の船大工と会いました。後継者がいないため彼らの技術

がなくなる早さがわかりましたので、現在の記録の仕事を始め

ました。

　上記のたらい船の話がアメリカ合衆国バーモント州の『バー

リングトン・フリー・プレス』という新聞に載り、バーモント

州にあるフリーマン財団が興味を持ち、ダグラスさんに資金提

供をすることになりました。ダグラスさんの提案は2002年９

月から2003年８月にかけて３隻の伝統的な和船の建造記録を

することです。最初の２隻は東京にある『和船友の会』の協力

で藤原一善氏の下に弟子は入りし、製作しました。第３か所は

青森市にあるみちのく北方漁船博物館の支援を得て、安藤さん

と共にシマイハギを造船します。

　白糠の造船所で３時の休憩の時麦茶を飲みながら話を聞きま

した。安藤さんは、「ある程度までダグラスさんに仕事を許せ

るが、間違えたら直すのは大変ですよ。」と話していました。実

は、すごく元気な安藤さんですが、需要が無いため20年以上

も船を造っていませんでした。この事業のためもう一隻造るこ

とになったのです。安藤さんはこれまで100隻以上のシマイハ

ギを造りました。製作期間は朝早くから夜遅くまで働いて、20

日間で仕上げました。しかし、今回はダグラスさんに合わせ午

下北文化会館・大ホール10月の催し物案内
�４日（土）18:30～20:30 ………………………………《整理券》

海上自衛隊大湊音楽隊『大湊地方隊創設50周年記念演奏会』
�５日（日）10:00～12:30 ……………………………《入場無料》

むつ下北幼稚園合同音楽発表会
�10日（金）18:00～20:00 ……………………………《入場無料》

第13回田名部中学校吹奏楽部定期演奏会
�12日（日）13:00～16:00 ……………………………《入場無料》

むつ宮城社初盛信子社中『この道六十年初盛信子社中演奏会』
�13日（祝）① 13:30～ ②15:00～……………………《入場無料》

第22回大平中学校吹奏楽部定期演奏会

　国際交流員

ター・ディビット

�18日（土）10:00～11:30 ……………………………《入場無料》
大湊幼稚園合奏発表会

�19日（日）10:00～12:30 ……………………………《入場無料》
むつひまわり幼稚園『お遊戯会』

�19日（日）15:00～16:10 ……………………《自由席2,000円》
㈱日本総合音楽研究 子供と親子の為のコンサート『海賊LATINA（ラティーナ）参上！』

�22日（水）13:30～15:45 ……………………………《入場無料》
第42回青森県統計大会

�25日・26日………………………………………………《入場無料》
なるほどエネルギー館 inむつ

〈詳しくは〉下北文化会館　�22-8411

ダグラス・ブルックス：船大工

前８時から午後５

時までの労働時間

です。この船の完

了までには一か月

ちょっとかかりそ

うです。

　今まで安藤さん

は独りで船造りを

しましたので、弟

子をとったことが

ありませんでした。

彼の技術を守りた

いダグラスさんで

すが働かせること

や任せることがま

だ難しいかもしれ

ません。ダグラス

さんは熟達した工芸家ですので東京で弟子入りした時は、製作

を手伝いましたが今回は記録することが多いそうです。安藤さ

んは、他の大工と同じように、企業秘密は全部頭の中に隠して

いますが、道具はあちらこちらに置いてあります。例えば、擦

り切れた６尺のものさしの印線は、もう見えないぐらいです

が、企業秘密と同じようにこのものさしは『宝物』と言いまし

た。ですから、すべての技を残すためダグラスさんは身を粉に

して働かならなければなりません。何台ものカメラを使った

り、たくさんのメモを書いたりしています。ダグラスさんは盗

み稽古の生活をしなくても正確に記録ができそうです。その結

果、少しだけでも日本の伝統的な技術を残せるかもしれませ

ん。安藤さんはものさしが宝物といいましたが、ダ

グラスさんが守りたい日本の技術が本当の宝

物だと思います。

　この船は、完成後青森市にあるみちのく北

方漁船博物館に展示する予定です。

　　

ダグラスさんのインターネットホームページ

（英語）

www.douglasbrooksboatbuilding.com/
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生涯学習に関するご相談は市教育委員会へ ...

　生涯学習課 内線732 市公民館 �24-1224
　保健体育課 内線742 市立図書館 �28-3500
※　市役所は、�22-1111（代表）です。

～いつでも・どこでも・だれでも～

生涯学習のまちづくり講座に参加してみませんか。

～よい語り手となるために～

　『
読
み
き
か
せ
』
は
、
こ
と
ば
の
発
達

を
促
し
、
イ
メ
ー
ジ
や
創
造
力
を
豊
か

に
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
読
み
き
か
せ
る
本
の
こ
と
や
、
受
け

手
で
あ
る
子
ど
も
の
こ
と
を
理
解
し
た

う
え
で
の
実
践
は
『
よ
い
語
り
』
と
な
っ

て
、
深
い
感
動
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
読
み
き
か
せ
の
『
よ
い
語

り
手
』
と
な
る
た
め
に
必
要
な
知
識
と

技
術
を
習
得
す
る
た
め
の
講
座
を
開
催

し
ま
す
。

　
講
座
の
後
半
に
は
、
お
話
会
を
企
画

し
、
図
書
館
や
保
育
所
・
学
校
な
ど
で

実
際
に
や
っ
て
み
ま
す
。
そ
し
て
、
受

講
生
を
中
心
と
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
し
、
図
書
館
・

学
校
・
育
児
グ
ル
ー
プ
な
ど
で
の
継
続

的
な
読
み
き
か
せ
の
実
践
が
で
き
る
よ

う
に
と
考
え
て
い
ま
す
。
高
校
生
の
参

加
も
大
歓
迎
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

〈
い
つ
〉

10
月
５
日
〜
12
月
21
日（
全
９
回
）

〈
ど
こ
で
〉
市
立
図
書
館

〈
対
象
〉

　
む
つ
市
・
下
北
郡
内
在
住
の
高
校

生
、
成
人

〈
募
集
人
員
〉
20
名

イ ベ ン ト 情 報
イ　ベ　ン　ト

『 蝦 夷 錦 と 北 方 交 易 』 展

日 本 の 自 然 展

薬 研 紅 葉 ま つ り

弘 前 城 菊 と 紅 葉 ま つ り

史 跡 根 城 ま つ り

期　　日

　9月 26日～11月　３日

　9月 13日～ 10月 19日

10月 19日

10月 17日～11月　５日

10月 11日

開　催　地

（ 青 森 市 ）

（ 八 戸 市 ）

（ 大 畑 町 ）

（ 弘 前 市 ）

（ 八 戸 市 ）

お問い合わせ

青 森 県 立 郷 土 館

八 戸 市 美 術 館

大 畑 町 観 光 協 会

弘 前 市 立 観 光 館

八 戸 市 観 光 課

電話番号

0 1 7 - 7 7 7 - 1 5 8 5

0 1 7 8 - 4 5 - 8 3 3 8

0 1 7 5 - 3 4 - 3 5 0 0

0 1 7 2 - 3 7 - 5 5 0 1

0 1 7 8 - 4 3 - 2 1 1 1

読
み
き
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

文
化
財
収
蔵
庫
よ
り

　
貴
重
な
歴
史
的
資
料
の
ご
寄
贈
を
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

・
佐
々
木
　
や
ち
よ
　
さ
ん

膳
（
四
つ
足
）
十
点
　
ほ
か

・
小
　
原
　
か
　
ん
　
さ
ん

円
革
靴
の
修
理
道
具
十
点
　
ほ
か

・
遠
　
藤
　
克
　
已
　
さ
ん

下
駄
（
婦
人
用
・
爪
皮
付
）
二
点
　
ほ
か

・
丹
　
山
　
真
加
幸
　
さ
ん

オ
ル
ガ
ン
（
足
踏
式
・
昭
和
初
期
製
）
ほ
か

月　　日

10月 ５ 日（日）

10月12日（日）

10月19日（日）

10月26日（日）

11月 ９ 日（日）

11月16日（日）

11月23日（日）

12月10日～21日

12月 21日（日）

テ　ー　マ

読みきかせで生まれるもの

小 学 生 の 心 理

読みきかせする本の選定

子どもへのメッセージ

読みきかせの技法

読みきかせの技法

お話会を企画する

お 話 会 の 実 践

次のステップへ向けて

内　　　容

読 み き か せ の 意 義

現代の子どもについて知る

児童書に対する知識

作 品 を 理 解 す る

発 声 法

話 し 方

お話会のプログラムをつくる

お話会を実際にやってみる

お話会の反省と今後の

講　師　等

青森県読書団体連絡協議会会長

小 学 校 教 諭

青森県立図書館職員

日本昔話学会会長　佐々木達司氏

元アナウンサー　佐藤静子氏

元アナウンサー　佐藤静子氏

青森県立図書館司書

12月10日～21日

活動に向けての話し合い

時間

午後１時～３時

午前 1 0 時～正午

午前10時～午後３時

午後１時～３時

午前10時～午後３時

午前10時～午後３時

午前10時～午後３時

午前10時～午後３時

午前10時～午後３時



( 1 1 )

▼
仲
町
婦
人
学
級
（
仲
町
集
会
所
）

（
佐
々
木
玲
子
�

23－

２
８
０
７
）

10
月
５
日（
日
）・
午
前
10
時
〜
正
午

▼
柳
町
婦
人
学
級
（
下
北
文
化
会
館
）

（
小
笠
原
ち
ゑ
�

22－

３
９
９
５
）

10
月
７
日（
火
）午
前
９
時
〜
午
後
１
時

▼
海
老
川
婦
人
学
級
（
海
老
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

（
下
山
弘
子
�

22－

４
８
８
４
）

10
月
８
日（
水
）午
前
10
時
〜
正
午

▼
あ
し
ざ
き
婦
人
学
級
（
市
公
民
館
）

（
乙
供
耀
子
�

29－

１
３
５
１
）

11
月
５
日（
水
）午
前
10
時
〜
正
午

　
海
上
自
衛
隊
大
湊
地
方
隊
で
は
、
創

設
50
周
年
を
記
念
し
ま
し
て
、
北
洋
館

特
別
展
示
を
次
の
と
お
り
開
催
し
て
お

り
ま
す
。

　
多
数
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

〈
い
つ
〉
11
月
３
日
（
祝
）
ま
で

▼

平
日
…
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

▼

土
・
日
・
祝
日
…
午
前
９
時
〜
午
後
３
時

〈
ど
こ
で
〉
北
洋
館

※
総
監
部
正
門
（
桜
木
町
郵
便
局
前
）
よ
り
お
入
り

く
だ
さ
い
。

ひ
え

あ
わ

　
古
い
時
代
か
ら
稗
・
粟
や
豆
類
を
脱

穀
す
る
道
具
を
使
用
し
て
き
た
。

　
一
尺
（
30
・
３
㎝
）
か
ら
一
尺
五
寸
く

ら
い
の
木
枝
で
、
握
り
の
と
こ
ろ
か
ら

二
又
に
な
っ
て
い
て
『
マ
ド
リ
』『
マ
ツ

カ
』
と
い
っ
た
。
豆
や
蕎
麦
な
ど
の
穀

物
類
を
ム
シ
ロ
の
上
に
置
い
て
、
マ
ド

リ
で
た
た
き
落
と
し
て
脱
穀
を
し
た
。

こ

　
ま
た
、
稲
の
脱
穀
で
は
、
扱
ぎ
箸
と

い
っ
て
一
尺
五
寸
く
ら
い
の
竹
の
管
を

二
つ
割
り
に
し
て
根
元
を
結
び
つ
け
た

り
、
台
に
つ
け
て
こ
れ
を
片
手
に
持
っ

て
、
別
の
手
で
稲
束
を
割
竹
の
間
に
挟

む
つ
市
の
文
化
財
め
ぐ
り
（
17
）

〜
生
活
・
生
産
用
具
・
農
（
民
俗
資
料
）
〜

む
つ
市
文
化
財
審
議
委
員

　
遠
　
藤
　
克
　
巳

千把扱ぎ

も
み

ん
で
籾
を
扱
ぎ
落
と
し
た
。
簡
単
な
農

具
で
あ
っ
た
が
手
間
が
か
か
っ
た
。

　
江
戸
時
代
の
中
頃
に
は
『
セ
ン
バ
コ

ギ
』
が
発
明
さ
れ
て
、
台
の
上
に
割
竹

を
櫛
状
に
並
べ
、
両
手
で
稲
束
を
持
ち

穂
を
落
と
し
て
能
率
を
上
げ
た
。
次
の

鉄
の
歯
に
変
え
ら
れ
て
、
一
晩
で
千
把

も
扱
ぐ
こ
と
か
ら
『
千
把
扱
ぎ
』
と
い

わ
れ
た
。

　
大
正
時
代
に
な
っ
て
か
ら
、
足
踏
み

式
の
脱
穀
機
に
改
良
さ
れ
て
、
効
率
が

良
く
量
産
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

（
市
文
化
財
収
蔵
庫
展
示
）

海
上
自
衛
隊
大
湊
地
方
隊
創
設
50
周
年
記
念
特
別
展

〈
展
示
内
容
〉

・
旧
海
軍
や
海
上
自
衛
隊
に
関
わ
る

史
料
等

〈
そ
の
他
〉

　
旧
海
軍
や
海
上
自
衛
隊
に
関
わ
る

史
料
等
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
の
ご

提
供
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
史
料
等
を
お
持
ち
の
方
は
大
湊

地
方
総
監
部
広
報
係
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

〈
詳
し
く
は
〉

海
上
自
衛
隊
大
湊
地
方
総
監
部
広
報
係

�

24－

１
６
４
０（
Ｆ
Ａ
Ｘ
兼
用
）

　
市
内
に
は
11
の
婦
人
学
級
が
あ
り
、
生
活
に
密
着
し
た
学
習
会
、
料
理
・
手

芸
講
座
な
ど
様
々
な
こ
と
を
学
ん
で
い
ま
す
。一
緒
に
下
北
の
郷
土
料
理
を
作

り
な
が
ら
、
婦
人
学
級
の
雰
囲
気
を
味
わ
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
参
加
し
た

い
方
は
、
開
催
日
の
７
日
前
ま
で
に
各
学
級
長
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

郷

土

料

理

教

室

婦
人
学
級
生
と
一
緒
に
郷
土
料
理
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

山
で
の
遭
難
事
故

熊
に
ご
注
意
！

　
今
年
も
キ
ノ
コ
採
り
の
季
節
が
や
っ
て
来

ま
し
た
。

　
毎
年
、
春
の
山
菜
採
り
と
秋
の
キ
ノ
コ
採

り
の
時
期
は
、
山
で
の
遭
難
事
故
が
多
く
発

生
し
て
い
ま
す
。
遭
難
事
故
は
、
多
く
の
人

に
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま

た
、
今
年
も
熊
の
目
撃
情
報
が
数
多
く
寄
せ

ら
れ
て
お
り
、
山
間
部
、
平
野
部
に
か
か
わ

ら
ず
十
分
な
注
意
が
必
要
で
す
。

　
遭
難
事
故
や
熊
に
襲
わ
れ
る
こ
と
の
な
い

よ
う
に
し
て
、
秋
の
味
覚
を
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。

　
山
に
入
る
と
き
は
、
次
の
こ
と
に
気
を
つ

け
ま
し
ょ
う
。

・
地
理
の
わ
か
ら
な
い
山
に
は
絶
対
に
一
人

で
入
ら
な
い

・
天
気
予
報
に
注
意
し
、
悪
天
候
が
予
想
さ

れ
た
ら
入
山
し
な
い

・
簡
易
雨
具
、
ラ
イ
タ
ー
の
ほ
か
、
食
糧
は

多
め
に
持
つ

・
自
分
の
体
力
に
あ
っ
た
行
動
を
心
が
け

て
、
決
し
て
無
理
を
し
な
い

・
家
族
、
隣
人
等
に
コ
ー
ス
、
帰
宅
時
間
、
同

行
者
等
を
知
ら
せ
て
お
く

・
団
体
の
と
き
は
、
集
合
時
間
、
場
所
、
コ
ー

ス
等
を
入
念
に
打
ち
合
せ
し
、
必
ず
守
る

・
入
山
し
た
ら
、
お
互
い
に
声
を
掛
け
合
い
、

位
置
を
確
認
し
あ
う

・
鈴
や
ラ
ジ
オ
等
で
常
に
音
を
出
し
続
け
、

自
分
の
存
在
を
知
ら
せ
る

・
道
に
迷
っ
た
ら
歩
き
回
ら
ず
、
小
枝
を
燃

や
す
な
ど
し
て
救
助
隊
を
待
つ
。
た
だ

し
、
山
火
事
に
は
十
分
注
意
す
る

〈
材
料
費
〉
５
０
０
円

〈
準
備
す
る
も
の
〉

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
メ
モ
す
る
も
の

〈
そ
の
他
〉

　
メ
ニ
ュ
ー
に
つ
い
て
は
申
込
時
、

学
級
長
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

〈
詳
し
く
は
〉

市
公
民
館

�

24－

１
２
２
４



( 1 2 )

　
10
月
１
日
付
け
で
国
民
健
康
保
険
の

『
保
険
証
』
が
更
新
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
い
ま
ま
で
使
用
し
て
い

た
保
険
証
は
使
え
な
く
な
り
ま
す
。

　
医
療
機
関
等
を
利
用
す
る
場
合
は
、

必
ず
新
し
い
保
険
証
を
窓
口
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
次
の
こ
と
に
つ

い
て
、
ご
理
解
願
い
ま
す
。

①
保
険
証
の
有
効
期
限
が
１
年
ま
た
は

３
か
月
の
２
種
類
と
な
り
、
保
険
税

の
納
付
状
況
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
該

当
す
る
保
険
証
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

②
特
別
の
事
情
が
な
く
、
納
期
限
か
ら
１

年
間
を
経
過
す
る
ま
で
に
保
険
税
を
滞

納
し
て
い
る
と
き
は
、
更
新
後
で
も
保

険
証
を
返
還
し
て
い
た
だ
き
『
被
保
険

者
資
格
証
明
書
』
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

③
被
保
険
者
資
格
証
明
書
で
受
診
し
た
と

き
は
、
か
か
っ
た
医
療
費
は
い
っ
た
ん

全
額
自
己
負
担
と
な
り
、
そ
の
医
療
費

の
保
険
給
付
請
求
は
、
国
保
年
金
課
国

保
係
へ
申
請
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
た

だ
し
、
納
期
限
か
ら
１
年
６
か
月
経
過

後
も
保
険
税
を
滞
納
し
て
い
る
と
き
は
、

保
険
給
付
が
差
し
止
め
ら
れ
ま
す
。

※
新
し
い
保
険
証
は
９
月
24
日
（
水
）
に
送
付

し
ま
し
た
。
記
載
内
容
に
誤
り
が
な
い
か

を
確
認
し
、
大
切
に
管
理
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
詳
し
く
は
〉

市
国
保
年
金
課
国
保
係

�

22－

１
１
１
１
内
線
３
２
２
〜
３
２
４

春
　
夏
　
秋
　
冬

・
幾
た
び
も
宙
蹴
り
上
げ
て
は
落
下
す
る
女
孫
に
至
難
な
さ
か
あ
が
り
の
技
よ

相
　
内
　
玉
　
恵

ゆ
う
げ

・
ボ
ー
ル
追
う
子
ら
の
影
長
き
夕
餉
時
『
は
に
ゅ
う
の
宿
』
の
チ
ャ
イ
ム
流
る
る

中
　
村
　
笄
　
子

つ

ま

・
捨
て
ね
ば
と
思
え
る
亡
夫
の
洋
服
の
使
う
と
に
な
き
ボ
タ
ン
取
り
お
く

畑
　
中
　
京
　
子

・
幼
な
子
の
ぐ
ず
り
泣
く
声
い
つ
し
ら
に
御
堂
に
響
く
読
経
に
和
せ
り

浜
　
田
　
さ
つ
子

・
コ
ス
モ
ス
の
花
に
た
わ
む
る
蝶
の
影

川
　
仁
　
翠
　
月

・
最
果
て
の
駅
舎
こ
す
も
す
ゆ
る
る
ま
ま

杉
　
山
　
畝
　
女

俳　句 短　歌

下
北
美
術
展
（
高
校
・
一
般
の
部
）

展
示
会
の
お
知
ら
せ

　
下
北
地
域
の
高
校
生
、
一
般
の
方
か

ら
絵
画
、
写
真
、
書
道
の
作
品
を
募
集

し
て
展
示
す
る
第
34
回
下
北
美
術
展
を
、

次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

　
ご
家
族
や
、
お
友
達
と
お
誘
い
合
わ

せ
の
う
え
多
数
お
越
し
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
、
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

〈
い
つ
〉
10
月
10
日
（
金
）
〜
14
日
（
火
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

〈
ど
こ
で
〉
む
つ
市
公
民
館
　

〈
入
場
料
〉
無
料

〈
詳
し
く
は
〉

市
公
民
館

�

24－

１
２
２
４

福
祉
ハ
イ
ヤ
ー
利
用
区
域
の
変
更

　
む
つ
市
外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業
と

し
て
、
鍵
本
ハ
イ
ヤ
ー
㈱
と
中
央
タ
ク

シ
ー
㈱
で
福
祉
ハ
イ
ヤ
ー
を
運
行
し
て

お
り
ま
す
が
、
利
用
区
域
を
原
則
と
し

て
市
内
に
限
定
し
て
お
り
ま
し
た
。

　
最
近
、
市
外
区
域
へ
の
要
望
が
増
加

傾
向
に
あ
り
ま
す
の
で
、
９
月
か
ら
は

市
内
運
行
を
優
先
し
な
が
ら
市
外
区
域

へ
の
利
用
を
調
整
し
て
お
り
ま
す
。

　
市
外
区
域
の
利
用
を
希
望
す
る
方
は
、

市
介
護
福
祉
課
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

市
介
護
福
祉
課
介
護
福
祉
係

�

22－

１
１
１
１
内
線
４
３
７

ヤ
ミ
金
融
に
ご
注
意

　
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
迷
っ
た
と
き
は
、

警
察
本
部
警
察
安
全
相
談
、
ま
た
は
最

寄
り
の
警
察
署
安
全
相
談
窓
口
に
電
話

で
相
談
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

①
『
ス
ピ
ー
ド
金
融
』『
審
査
な
し
』『
今

す
ぐ
**
万
円
融
資
』
な
ど
、
簡
単
・
手

軽
さ
を
う
た
い
文
句
に
、
ダ
イ
レ
ク

ト
メ
ー
ル
を
送
り
つ
け
、
数
万
円
の

手
数
料
を
差
し
引
き
し
て
融
資
す
る
。

②
『
年
利
１
〜
２
％
』『
50
〜
100
万
円
ま

で
即
日
融
資
』『
東
京
都
知
事
登
録
番

号
（
１
）
』『
申
し
込
み
は
０
１
２
０－

※
※
※－

※
※
※
の
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ

ル
で
』
な
ど
、
簡
単
・
有
利
・
安
心
を

う
た
っ
て
不
特
定
多
数
に
頒
布
す
る
。

③
『
数
百
万
円
ま
で
融
資
す
る
。
融
資

を
行
な
う
条
件
と
し
て
借
り
入
れ
の

実
績
を
作
っ
て
ほ
し
い
』
と
持
ち
か

け
、
手
付
金
を
だ
ま
し
取
る
。

④
『
低
利
、
ス
ピ
ー
ド
融
資
、
保
証
人
な

し
』
な
ど
の
甘
い
言
葉
に
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

悪
質
商
法
に
ご
用
心
！

　
最
近
、
次
の
よ
う
な
相
談
が
急
増

し
て
い
ま
す
。

・
身
に
覚
え
の
な
い
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
の
使
用
料
の
支

払
請
求
が
き
た
。

・
電
話
・
手
紙
で
身
に
覚
え
の
な
い
借

金
を
請
求
さ
れ
た
。

　
こ
れ
ら
は『
払
っ
て
も
ら
え
ば
儲
け

も
の
』と
し
て
手
紙
等
を
送
り
つ
け
る

と
い
う
手
口
の
悪
質
商
法
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
悪
質
商
法
に
対
し
て

は
、
次
の
よ
う
に
対
処
し
ま
し
ょ
う
。

・
電
話
で
の
要
求
に
は
、
ハ
ッ
キ
リ
断

る
。
以
後
は
取
り
合
わ
な
い
。

・
電
報
や
手
紙
は
無
視
し
、
書
い
て
あ

る
電
話
番
号
に
は
電
話
を
し
な
い
。

〈
詳
し
く
は
〉

県
警
察
本
部
警
察
安
全
相
談

�
０
１
７－

７
３
５－

９
１
１
０

む
つ
警
察
署
総
務
課�

22－

１
３
２
１

国
保
加
入
者
の
み
な
さ
ん
保
険
証
が
更
新
さ
れ
ま
す
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【探求コーナーのご案内】

　10月から『電子発見の歴史を調べよう』に替わって、

『光の不思議を調べよう』が始まります。ろうそくやラン

プなど、昔から使われてきた明かりを紹介するほか、エジ

ソンが発明した電球もご覧いただけます。また、レーザー

光線を使った光通信の実験も行います。

　開催場所は、当館の正面にあります科学実験工房です。

このほかに、２階休憩コーナーでは『超低温の世界を調べ

よう』も開催しています。開催日は、第２・４土曜日、毎

週日曜日、祝日となっておりますので、ご来館の際にはぜ

ひ参加してみて下さい。

【10・11・12月コミュニケーションシアターのご案内】

　10月から『ハイビジョン・ウォッチング　キリン』に

替わり、『ハイビジョン・ウォッチング　レッサーパンダ

　～只今、木登り特訓中！レッサーパンダのやんちゃな親

子～』を上映します。木登りが大好きなレッサーパンダの

親子、お父さんのリュウリュウが息子のチュンチュンに教

えているのは、しっぽを使ったバランスの取り方です。い

つでも一緒に行動する親子のほほえましい様子をコミュニ

ケーションシアターでご覧下さい。

【無料イベントの予告！】

　当館では、10月19日（日）に『原子力の日特別イベン

ト』を開催します。アニメ上映やちびっこ工作教室、探求

コーナーなど楽しいイベントを考えておりますので、ご家

族やお友達と一緒に遊びに来て下さいね！

　なお、イベントの詳しい内容については、次号にてお知

らせしますので楽しみにしていて下さい。

〈問い合わせ先〉

むつ科学技術館　　�25-2091
　　　　　　　　　  25-2092
� http://www.jmsfmml.or.jp/msm.htm

催
　
　
し

�
第
８
回
ま
さ
か
り
プ
ラ
ザ
『
ふ

れ
あ
い
市
場
』

　
人
気
の『
３
の
市
』よ
り
獲
れ
た
て

の
新
鮮
な
魚
介
類
や
、
い
き
い
き
地

場
野
菜
を
は
じ
め
、
下
北
半
島
の
特

産
品
を
一
堂
に
集
め
て
ご
来
場
の
み

な
さ
ん
に
ご
提
供
い
た
し
ま
す
。

〈
い
つ
〉

10
月
11
日（
土
）〜
13
日（
祝
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

〈
ど
こ
で
〉
イ
ベ
ン
ト
広
場

〈
詳
し
く
は
〉

む
つ
下
北
観
光
物
産
館

�

22－

０
９
０
９

�

介
護
者
の
た
め
の
『
ほ
の
ぼ
の

サ
ロ
ン
』
公
開
講
座

　
３
か
年
に
わ
た
る
ニ
ッ
セ
イ
財
団

高
齢
者
社
会
福
祉
助
成
事
業
が
終
了

し
ま
す
。『
ほ
の
ぼ
の
サ
ロ
ン
』開
設

ま
で
の
経
過
を
、
東
京
日
生
劇
場
で

発
表
し
ま
し
た
。
そ
の
内
容
を
市
民

の
み
な
さ
ま
に
も
お
知
ら
せ
い
た
し

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

〈
い
つ
〉
10
月
３
日
（
金
）

午
後
６
時
〜
７
時
15
分

〈
ど
こ
で
〉
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
む
つ

〈
参
加
費
〉
無
料

〈
詳
し
く
は
〉

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
み
ち
の
く
荘

木
村
�

23－

１
６
０
０

�

劇
団
『
希
望
』
ダ
ン
ス
チ
ー
ム

発
表
会

〈
い
つ
〉
10
月
５
日
（
日
）

午
後
２
時
30
分
〜
４
時
30
分

〈
ど
こ
で
〉
む
つ
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

〈
参
加
費
〉
無
料

〈
詳
し
く
は
〉

希
望
の
友
保
育
園

�

22－

６
６
３
７

講
　
　
演

�

中
央
ク
リ
ニ
ッ
ク
モ
ー
ル
完
成

記
念
講
演
会

〈
い
つ
〉
10
月
11
日
（
土
）

午
後
３
時
〜
４
時
30
分

〈
ど
こ
で
〉
市
立
図
書
館
あ
す
な
ろ
ホ
ー
ル

〈
テ
ー
マ
〉

『
森
と
海
と
都
市
の
共
生
を
目
指
し
て
』

〜
大
湊
か
ら
世
界
へ
〜

〈
講
師
〉
横
浜
国
立
大
学
名
誉
教
授

　
　
　
�
国
際
生
態
学
セ
ン
タ
ー
研
究
所
所
長

宮
　
脇
　
　
　
昭
　
氏

〈
入
場
料
〉
無
料

〈
詳
し
く
は
〉

中
央
ク
リ
ニ
ッ
ク
モ
ー
ル
完
成
記
念
講
演
会
事
務
局

�

24－

３
１
７
１

第６回 産業まつり

10月４日（土）・５日（日）／むつ市民体育館およびその周辺

〈詳しくは〉むつ商工会議所 �22-2281

午前10時～午後５時 午前10時～午後４時
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９月１日現在　平均価格

<灯　　油>　☆ 1�ローリー価格

　　　　　　☆18�配達価格

<ＬＰガス >　☆ＬＰガス５ｍ3

　　　　　　☆ＬＰガス10ｍ3

<ガソリン>　☆レギュラー１�現金

　　　　　　☆軽油１�現金

今月平均

45円

858円

4,104円

6,579円

103円

83円

価格の幅

40～49

 720～ 945

3,990～4,253

6,405～6,615

 97～109

 78～ 89

前月平均

（45円）

（864円）

（4,104円）

（6,579円）

（104円）

（83円）

※ むつ市消費者の会モニター調べ

＝燃料価格ニュース＝
（税込）

空
　
　
手

�

空
手
教
室

〈
い
つ
〉
10
月
４
日
（
土
）

午
後
２
時
〜

〈
ど
こ
で
〉

極
真
空
手
む
つ
道
場（
南
町
29－

２
）

〈
定
員
〉
30
名

〈
参
加
費
〉
無
料

〈
そ
の
他
〉

　
当
日
は
運
動
で
き
る
服
装
で
お
い

で
く
だ
さ
い
。

〈
詳
し
く
は
〉

極
真
空
手
む
つ
道
場

山
上
�

22－

７
１
９
５

公
　
　
売

�
電
話
加
入
権
公
売

〈
い
つ
〉
10
月
21
日
（
火
）
午
前
10
時
〜

※
午
前
10
時
以
降
は
入
場
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、

当
日
中
止
と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

お
出
か
け
に
な
る
前
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
ど
こ
で
〉 

市
役
所
北
庁
舎
３
階
会
議
室

〈
公
売
方
法
〉
一
般
競
争
入
札

〈
準
備
す
る
も
の
〉

　
印
か
ん
、
買
受
人
の
運
転
免
許
証

等
身
分
を
証
明
す
る
も
の
。

〈
詳
し
く
は
〉

市
税
務
課
収
納
係

�

22－

１
１
１
１
内
線
１
９
４

　 

ゆ
ず
り
ま
す

ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い 

　

�

不
用
品
登
録
活
用
銀
行

　
市
消
費
者
の
会
で
は
、
物
を
大
切

に
使
お
う
と
、
不
用
品
の
あ
っ
せ
ん

を
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
な
お
、
有
償
で
の
取
り

引
き
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

・
希
望
品
…
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
冷
凍
庫
（
中
）、
ベ

ビ
ー
ゲ
ー
ト

〈
連
絡
先
〉

市
消
費
者
の
会
事
務
局（
市
商
工
観
光
課
内
）

�

22－

１
１
１
１
内
線
５
４
３

相
　
　
談

�

調
停
相
談

〜
あ
な
た
の
悩
み
受
け
と
め
ま
す
〜

　
交
通
事
故
・
金
銭
・
土
地
建
物
・
公

害
・
家
庭
の
問
題
で
お
困
り
の
方
に
、

調
停
委
員
が
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

〈
い
つ
〉
10
月
４
日
（
土
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

〈
ど
こ
で
〉
ま
さ
か
り
プ
ラ
ザ

〈
相
談
料
〉
無
料

〈
詳
し
く
は
〉

む
つ
簡
易
裁
判
所

�

22－

２
７
１
２

基本健康診査・肺がん検診のお知らせ
受診される方は、電話でお申し込みください。

【基本健診】
〈対象年齢〉40才以上

〈検査項目〉

問診、身体測定、尿検査、血圧、心電図、血液検査（貧

血、肝機能、コレステロール、血糖、尿酸、尿素窒素）、診察、

眼底検査（医師の指示のある方のみ）

〈健 診 料〉1,300円

【肺がん検診】
〈対象年齢〉40才以上

〈検査項目〉胸部レントゲン

〈健 診 料〉200円

【結核検診】
〈対象年齢〉16才以上

〈検査項目〉胸部レントゲン

〈健 診 料〉無料

〈問合せ・申込先〉

市健康推進課予防係　�22-1111内線445

※基本健診・肺がん検診は、生活保護受給中または市民税非課税世帯の方、

70才以上の方は健（検）診料が無料になります。

月　　日

10月14日（火）

10月15日（水）

10月16日（木）

10月20日（月）

10月21日（火）

10月22日（水）

会　　場

北関根研修センター

市 公 民 館

大 平 集 会 所

大曲コミュニティセンター

下 北 文 化 会 館

近 川 集 会 所

受付時間

午後５時30分

〜

午後６時30分
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これからの予防接種日程
☆麻しん・風しん・三種混合

麻 し ん

風 し ん

三種混合

実 施 日

10月７日

10月７日

10月28日

対　象　児　

１才～７才６か月未満

１才～７才６か月未満

３か月～７才６か月未満

佐藤小児科 ･･･午後２時～午後５時

ちばクリニック･･ 午後２時～午後３時30分

菊池医院 ･････ 午後１時30分～午後２時30分

時 間

　時間は午後８時から午後11時までです。また、都合により当番医が変更

になることもありますので、受診前にはあらかじめご確認ください。

ほそかわ耳鼻咽喉科クリニック � 23-0033

ちば小児科アレルギー科クリニック � 33-8001

渋谷胃腸科内科医院 � 22-5800

木 村 産婦人科医 院 � 22-3323

田村胃腸科内科医院 � 22-4010

☆　５日（日）

☆12日（日）

☆13日（祝）

☆19日（日）

☆26日（日）

10月 の 在 宅 当 番 医

健康教室・健康相談・健康診査

離乳食教室

対象児は、平成15年２月生まれおよび平成15年６月

生まれの乳児。場所は下北文化会館集会娯楽室。

10月29日（水）
10 :10～10 :20

赤ちゃん教室（予防接種）

対象児は、生後４か月～９か月になるまでの乳児。

場所は下北文化会館集会娯楽室。

10月29日（水）
13:10～13:20

10か月児健康診査

対象児は、平成14年12月生まれの乳児。場所は下北

文化会館検査検診室。

10月30日（木）
12 :40～12 :50

１才６か月健康診査

対象児は平成14年３月生まれの幼児。場所は下北文

化会館検査検診室。

10月15日（水）
13 :00～13 :20

２才児歯科健康診査

対象児は平成13年４月生まれの幼児。場所は下北文

化会館検査検診室。

10月８日（水）
13 :00～13 :20

３才児健康診査

対象児は平成12年４月生まれの幼児。場所は下北文

化会館技術訓練室。

10月17日（金）
12 :00～12 :20

健康なんでも相談

場所は健康推進課健康相談室。保健師と栄養士が健

康についてのご相談をお受けします。

10月の健康相談（糖尿病）

場所は健康推進課健康相談室。保健師と栄養士が糖尿病にについ

てのご相談をお受けします。予約制です。�22-1111内線443

毎週月曜日
13 :00～15 :00

毎週火～金曜日
13 :00～15 :00

10月 の 献 血 受 付 日 程
血液がたいへん不足しています。献血にご協力ください。

★24日（金）

　　日本原子力研究所むつ事業所 10:00～ 11:30

　　航空自衛隊大湊分屯基地 13:00～ 16:00

★ 29日（水）

　　むつ高等技術専門校 10:30～ 12:00

　　株式会社マエダ本店 13:30～ 16:30

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

　
市
で
は
、
高
齢
者
の
発
病
予
防
や
重

症
化
予
防
を
目
的
に
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
予
防
接
種
の
個
別
接
種
を
実
施
い
た

し
ま
す
。

　
接
種
希
望
の
方
は
、
電
話
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

〈
対
象
者
〉

・
65
才
以
上
の
方
（
接
種
日
当
日
に
65
才
に

達
し
て
い
る
方
）

・
60
〜
64
才
で
、
一
定
の
心
臓
・
腎
臓
も

し
く
は
呼
吸
器
の
機
能
、
ま
た
は
ヒ

ト
免
疫
不
全
ウ
ィ
ル
ス
に
よ
る
免
疫

機
能
に
障
害
の
あ
る
方
（
身
体
障
害
者

手
帳
を
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り

ま
す
）

〈
料
金
〉
１
千
円

※
生
活
保
護
法
に
よ
り
生
活
扶
助
を
受
け
て

い
る
方
は
無
料
で
す

〈
接
種
医
療
機
関
〉

市
内
医
療
機
関（
一
部
実
施
で
き
な
い

医
療
機
関
も
あ
り
ま
す
）

〈
実
施
期
間
〉

11
月
１
日（
土
）〜
29
日（
土
）

〈
申
込
受
付
期
間
〉

10
月
１
日（
水
）〜
11
月
14
日（
金
）

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

市
健
康
推
進
課
予
防
係

�

22－

１
１
１
１
内
線
４
４
５



( 1 6 )

　去る９月７日（日）、青森市で第11回

青森県民駅伝競走大会が行なわれ、むつ

市チームが昨年の記録を１分13秒上回る

記録で２年連続優勝を果たしました。

　各区間とも１位から６位と安定した走

りを見せました。

　中でもアンカーの山内翔平くんは中学

１年ながら、第８区全体で２位、市の部

では１位と素晴らしい成績でした。

　来年もまた今年の記録を上回る好記録

で、優勝を狙っていただきたいものです。

　選手のみなさん、優勝おめでとうござ

います。

９月７日（日）・第11回青森県民駅伝競走大会

　
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
体
験
し
て
、
競

技
の
楽
し
さ
を
理
解
す
る
と
と
も
に
、

３
世
代
交
流
の
場
と
し
て
、
健
康
づ
く

り
と
し
て
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ

ん
か
？

〈
い
つ
〉
10
月
13
日
（
祝
）

午
前
９
時
〜
正
午

〈
ど
こ
で
〉
金
谷
公
園

※
雨
天
時
は
中
止

〈
参
加
費
〉
１
人
・
２
０
０
円

〈
準
備
す
る
も
の
〉

　
運
動
で
き
る
服
装
、
タ
オ
ル
、
帽

子
、
水
筒
な
ど

〈
申
込
方
法
〉

　
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
、
住
所
、

氏
名
、
年
令
、
電
話
番
号
、
人
数
を

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

〈
申
込
締
切
〉
10
月
６
日
（
月
）

※
当
日
参
加
も
Ｏ
Ｋ
で
す
！

〈
体
験
種
目
〉

・
ペ
タ
ン
ク
…
ビ
ュ
ッ
ト
と
い
う
小
さ

な
目
標
球
に
ス
チ
ー
ル
製
の
ボ
ー
ル

を
投
げ
合
い
、
相
手
よ
り
何
個
近
づ

け
る
か
で
得
点
を
競
う
。

・
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
…
ス
テ
ィ
ッ
ク

と
ボ
ー
ル
を
使
っ
て
、
ス
タ
ー
ト

マ
ッ
ト
よ
り
ホ
ー
ル
ポ
ス
ト
の
輪
の

中
に
静
止
す
る
ま
で
、
で
き
る
だ
け

少
な
い
打
数
で
入
れ
る
こ
と
を
競
う
。

・
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
…
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
の
円
盤
（
フ
リ
ス
ビ
ー
の

こ
と
）
を
用
い
る
10
種
目
の
ス
ポ
ー

ツ
の
総
称

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

む
つ
市
レ
ク
協
会
事
務
局（
浜
松
）

�

29－

３
４
６
１

29－

３
４
６
５

む
つ
下
北
地
区
レ
ク
協
会（
白
川
）

�

22－

６
９
１
２（
Ｆ
Ａ
Ｘ
兼
用
）

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
セ
ミ
ナ
ー
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　   『むつ市政だより』は再生紙を使用しております。
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９月１日現在　平均価格

<灯　　油>　☆ 1�ローリー価格

　　　　　　☆18�配達価格

<ＬＰガス >　☆ＬＰガス５ｍ3

　　　　　　☆ＬＰガス10ｍ3

<ガソリン>　☆レギュラー１�現金

　　　　　　☆軽油１�現金

今月平均

45円

858円

4,104円

6,579円

103円

83円

価格の幅

40～49

 720～ 945

3,990～4,253

6,405～6,615

 97～109

 78～ 89

前月平均

（45円）

（864円）

（4,104円）

（6,579円）

（104円）

（83円）

※ むつ市消費者の会モニター調べ

＝燃料価格ニュース＝
（税込）

空
　
　
手

�

空
手
教
室

〈
い
つ
〉
10
月
４
日
（
土
）

午
後
２
時
〜

〈
ど
こ
で
〉

極
真
空
手
む
つ
道
場（
南
町
29－

２
）

〈
定
員
〉
30
名

〈
参
加
費
〉
無
料

〈
そ
の
他
〉

　
当
日
は
運
動
で
き
る
服
装
で
お
い

で
く
だ
さ
い
。

〈
詳
し
く
は
〉

極
真
空
手
む
つ
道
場

山
上
�

22－

７
１
９
５

公
　
　
売

�
電
話
加
入
権
公
売

〈
い
つ
〉
10
月
21
日
（
火
）
午
前
10
時
〜

※
午
前
10
時
以
降
は
入
場
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、

当
日
中
止
と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

お
出
か
け
に
な
る
前
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
ど
こ
で
〉 

市
役
所
北
庁
舎
３
階
会
議
室

〈
公
売
方
法
〉
一
般
競
争
入
札

〈
準
備
す
る
も
の
〉

　
印
か
ん
、
買
受
人
の
運
転
免
許
証

等
身
分
を
証
明
す
る
も
の
。

〈
詳
し
く
は
〉

市
税
務
課
収
納
係

�

22－

１
１
１
１
内
線
１
９
４

　 

ゆ
ず
り
ま
す

ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い 

　

�

不
用
品
登
録
活
用
銀
行

　
市
消
費
者
の
会
で
は
、
物
を
大
切

に
使
お
う
と
、
不
用
品
の
あ
っ
せ
ん

を
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
な
お
、
有
償
で
の
取
り

引
き
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

・
希
望
品
…
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
冷
凍
庫
（
中
）、
ベ

ビ
ー
ゲ
ー
ト

〈
連
絡
先
〉

市
消
費
者
の
会
事
務
局（
市
商
工
観
光
課
内
）

�

22－

１
１
１
１
内
線
５
４
３

相
　
　
談

�

調
停
相
談

〜
あ
な
た
の
悩
み
受
け
と
め
ま
す
〜

　
交
通
事
故
・
金
銭
・
土
地
建
物
・
公

害
・
家
庭
の
問
題
で
お
困
り
の
方
に
、

調
停
委
員
が
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

〈
い
つ
〉
10
月
４
日
（
土
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

〈
ど
こ
で
〉
ま
さ
か
り
プ
ラ
ザ

〈
相
談
料
〉
無
料

〈
詳
し
く
は
〉

む
つ
簡
易
裁
判
所

�

22－

２
７
１
２

基本健康診査・肺がん検診のお知らせ
受診される方は、電話でお申し込みください。

【基本健診】
〈対象年齢〉40才以上

〈検査項目〉

問診、身体測定、尿検査、血圧、心電図、血液検査（貧

血、肝機能、コレステロール、血糖、尿酸、尿素窒素）、診察、

眼底検査（医師の指示のある方のみ）

〈健 診 料〉1,300円

【肺がん検診】
〈対象年齢〉40才以上

〈検査項目〉胸部レントゲン

〈健 診 料〉200円

【結核検診】
〈対象年齢〉16才以上

〈検査項目〉胸部レントゲン

〈健 診 料〉無料

〈問合せ・申込先〉

市健康推進課予防係　�22-1111内線445

※基本健診・肺がん検診は、生活保護受給中または市民税非課税世帯の方、

70才以上の方は健（検）診料が無料になります。

月　　日

10月14日（火）

10月15日（水）

10月16日（木）

10月20日（月）

10月21日（火）

10月22日（水）

会　　場

北関根研修センター

市 公 民 館

大 平 集 会 所

大曲コミュニティセンター

下 北 文 化 会 館

近 川 集 会 所

受付時間

午後５時30分

〜

午後６時30分
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これからの予防接種日程
☆麻しん・風しん・三種混合

麻 し ん

風 し ん

三種混合

実 施 日

10月７日

10月７日

10月28日

対　象　児　

１才～７才６か月未満

１才～７才６か月未満

３か月～７才６か月未満

佐藤小児科 ･･･午後２時～午後５時

ちばクリニック･･ 午後２時～午後３時30分

菊池医院 ･････ 午後１時30分～午後２時30分

時 間

　時間は午後８時から午後11時までです。また、都合により当番医が変更

になることもありますので、受診前にはあらかじめご確認ください。

ほそかわ耳鼻咽喉科クリニック � 23-0033

ちば小児科アレルギー科クリニック � 33-8001

渋谷胃腸科内科医院 � 22-5800

木 村 産婦人科医 院 � 22-3323

田村胃腸科内科医院 � 22-4010

☆　５日（日）

☆12日（日）

☆13日（祝）

☆19日（日）

☆26日（日）

10月 の 在 宅 当 番 医

健康教室・健康相談・健康診査

離乳食教室

対象児は、平成15年２月生まれおよび平成15年６月

生まれの乳児。場所は下北文化会館集会娯楽室。

10月29日（水）
10 :10～10 :20

赤ちゃん教室（予防接種）

対象児は、生後４か月～９か月になるまでの乳児。

場所は下北文化会館集会娯楽室。

10月29日（水）
13:10～13:20

10か月児健康診査

対象児は、平成14年12月生まれの乳児。場所は下北

文化会館検査検診室。

10月30日（木）
12 :40～12 :50

１才６か月健康診査

対象児は平成14年３月生まれの幼児。場所は下北文

化会館検査検診室。

10月15日（水）
13 :00～13 :20

２才児歯科健康診査

対象児は平成13年４月生まれの幼児。場所は下北文

化会館検査検診室。

10月８日（水）
13 :00～13 :20

３才児健康診査

対象児は平成12年４月生まれの幼児。場所は下北文

化会館技術訓練室。

10月17日（金）
12 :00～12 :20

健康なんでも相談

場所は健康推進課健康相談室。保健師と栄養士が健

康についてのご相談をお受けします。

10月の健康相談（糖尿病）

場所は健康推進課健康相談室。保健師と栄養士が糖尿病にについ

てのご相談をお受けします。予約制です。�22-1111内線443

毎週月曜日
13 :00～15 :00

毎週火～金曜日
13 :00～15 :00

10月 の 献 血 受 付 日 程
血液がたいへん不足しています。献血にご協力ください。

★24日（金）

　　日本原子力研究所むつ事業所 10:00～ 11:30

　　航空自衛隊大湊分屯基地 13:00～ 16:00

★ 29日（水）

　　むつ高等技術専門校 10:30～ 12:00

　　株式会社マエダ本店 13:30～ 16:30

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

　
市
で
は
、
高
齢
者
の
発
病
予
防
や
重

症
化
予
防
を
目
的
に
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
予
防
接
種
の
個
別
接
種
を
実
施
い
た

し
ま
す
。

　
接
種
希
望
の
方
は
、
電
話
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

〈
対
象
者
〉

・
65
才
以
上
の
方
（
接
種
日
当
日
に
65
才
に

達
し
て
い
る
方
）

・
60
〜
64
才
で
、
一
定
の
心
臓
・
腎
臓
も

し
く
は
呼
吸
器
の
機
能
、
ま
た
は
ヒ

ト
免
疫
不
全
ウ
ィ
ル
ス
に
よ
る
免
疫

機
能
に
障
害
の
あ
る
方
（
身
体
障
害
者

手
帳
を
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り

ま
す
）

〈
料
金
〉
１
千
円

※
生
活
保
護
法
に
よ
り
生
活
扶
助
を
受
け
て

い
る
方
は
無
料
で
す

〈
接
種
医
療
機
関
〉

市
内
医
療
機
関（
一
部
実
施
で
き
な
い

医
療
機
関
も
あ
り
ま
す
）

〈
実
施
期
間
〉

11
月
１
日（
土
）〜
29
日（
土
）

〈
申
込
受
付
期
間
〉

10
月
１
日（
水
）〜
11
月
14
日（
金
）

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

市
健
康
推
進
課
予
防
係

�

22－

１
１
１
１
内
線
４
４
５
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　去る９月７日（日）、青森市で第11回

青森県民駅伝競走大会が行なわれ、むつ

市チームが昨年の記録を１分13秒上回る

記録で２年連続優勝を果たしました。

　各区間とも１位から６位と安定した走

りを見せました。

　中でもアンカーの山内翔平くんは中学

１年ながら、第８区全体で２位、市の部

では１位と素晴らしい成績でした。

　来年もまた今年の記録を上回る好記録

で、優勝を狙っていただきたいものです。

　選手のみなさん、優勝おめでとうござ

います。

９月７日（日）・第11回青森県民駅伝競走大会

　
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
体
験
し
て
、
競

技
の
楽
し
さ
を
理
解
す
る
と
と
も
に
、

３
世
代
交
流
の
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と
し
て
、
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て
も
チ
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？
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〉
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（
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午
前
９
時
〜
正
午

〈
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こ
で
〉
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園
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時
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〈
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〉
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・
２
０
０
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〈
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す
る
も
の
〉

　
運
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で
き
る
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、
タ
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ル
、
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、
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筒
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ど

〈
申
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法
〉

　
電
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ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
、
住
所
、

氏
名
、
年
令
、
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番
号
、
人
数
を
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せ
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だ
さ
い
。

〈
申
込
締
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〉
10
月
６
日
（
月
）
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日
参
加
も
Ｏ
Ｋ
で
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〈
体
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目
〉

・
ペ
タ
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ュ
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さ
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チ
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を
投
げ
合
い
、
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　   『むつ市政だより』は再生紙を使用しております。
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